
AIへの投資能力の創出
は、よりスマートなITラ
イフサイクルから

組織が既存資産の価値を拡大することによってイノベーショ

ンに出資する方法

技術記事
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AIイノベーションのための予算を捻出することが、かつてないほど困難

かつ急務になっています。インフレ率の上昇や予算の縮小から関税や地

政学的緊張まで、さまざまな要因により、企業は割り当てる資金のすべ

てを精査せざるを得なくなっています。しかし、ほとんどのITリーダー

は、AIの流れに乗る機会を逃すと組織にとって壊滅的な結果を招く可

能性があることを認識しています。

この状況は困難ですが、克服することが不可能ではありません。なぜな

ら、組織にとって、見落とされがちな資金源、つまりスマートなIT管理が

目の前に存在するからです。機能しているシステムの寿命を延ばし、経

済的耐用年数に達した機器を効果的に管理することで、ITリーダーはレ

ガシー資産から隠れた資本を解放し、それを優先度の高いAIプロジェク

トに活用できます。

「大規模なAIイノベーションに必要な資本について妥協する必要はあり

ません」と、HPEファイナンシャルサービス (HPEFS) のシニアバイスプ

レジデント、Brad Shapiroは述べています。「私たちが商談するCFOや

ビジネスリーダーの大多数は、既存のIT予算内でやりくりして、AIへの

段階的な出資を実現する必要があります。このようなバランス調整は、

他の重要なプロジェクトに悪影響を及ぼすことがよくあります。ですが、

隠れた資本を解放すると、多くの場合、驚くべき価値が解き放たれ、組

織はより多くのビジネスクリティカルな投資に取り組むことができるよ

うになります」

同じリソースでより多くの成果を実現

資本の解放は考慮すべき諸要素の一部に過ぎません。企業がハイブリ

ッド、マルチクラウド、およびエッジ環境へと進出するにつれて、分散し

た地域やワークロードの全体にわたるIT資産の管理がますます複雑に

なります。よりスマートなライフサイクル戦略を採用することで、ITチー

ムは、スプロール化に対処し、機器を保持、廃棄、または再配置する時

期についてより詳細な情報を得た上で判断を下すために必要な可視性

と構造が得られます。

組織がこのアプローチから得る価値は劇的なものになる可能性があり

ます。たとえば、HPEFSは2024年度に340万件のIT資産を処理しまし

た。これは自由の女神像48体に相当する重量です。そしてこれらの資

産の83%をサービスに復帰させ、残りを責任を持ってリサイクルした結

果、1日あたり約110万ドルが顧客の財源に還元されました。

IT予算の拡大に加えて、その還元利益は部門横断的な変革も推進しま

す。マーケティング、人事、財務、運用の各チームはAI対応システムへの

依存度を高めており、新たな予算を要求することなくこうしたツールに

出資できることが高い競争力へとつながります。

「スマートなIT資産管理により、『運用を継続しながらAIプロジェクト

に出資するにはどうすればよいか』という論点は、『よりスマートなIT管

理によって節約した資金をどこに再投資できるか』という論点に変化し

つつあります」と、Shapiroは述べています。

テスト実行から次の段階へ

組織があらゆる場所でAI予算の拡大を目指し、パイロットから価値創造

へスケールする中、より賢明なアプローチが業界全体でますます重要に

なっています。AIによって、限界を打ち破り、ビジネスと顧客体験の大幅

な改善を実現するための、一世代に一度あるかないかのチャンスが生ま

れると彼らは考えています。そのため、IDCは、AIアプリケーション、イン

フラストラクチャ、および関連サービスへの世界的な支出が、2028年

までに2倍以上の6,320億ドルに達すると予測しています1。
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多くのトップ企業がすでにこの転換に加わっています。ある国際銀行は

最近、50,000を超えるワークロードをHPE GreenLakeクラウド上に

構築されたプライベートクラウド環境に移行しました。この取り組みに

より、同行はレガシーシステムを廃止し、エネルギー使用量を削減し、IT

リソースの利用率を向上させ、将来のAI統合の出発点を築くことができ

ました。よりフレキシブルかつサステナブルなインフラストラクチャによ

り、同行はゼロから環境を構築することなく新しい機能を拡張できるよ

うになりました。

このような将来を見据えたモダナイゼーションは、AI対応にとって不

可欠です。フレキシブルなインフラストラクチャの基盤がなければ、デ

ータのモビリティを制限し、リスクを増大させ、運用コストを押し上げ

るレガシーシステムがAIプロジェクトのボトルネックになる可能性があ

ります。

再利用、再投資、反復

このモダナイゼーションは、プライベートクラウドインフラストラクチャ

が、長期的な資産戦略と組み合わせることで、イノベーションとレジリエ

ンスの出発点となることを示した一例にすぎません。他の組織でも、こ

れらの資産管理戦略を適用し始めています。たとえば、別のSaaSベー

スの銀行では最近、HPEのアップサイクルプログラムを利用して、老朽化

したサーバー9台を廃止し、その売却代金をより新しく、よりエネルギー

効率の高いインフラストラクチャに再投資しました。また、あるヨーロッ

パの銀行は、資産再販クレジットから仮想ウォレットを構築し、その資

金を使って認定中古IT機器を購入し、サーバーの再利用率86%、PCの

再利用率94%を達成しました。

こうした動きは、経済的に意味があるだけでなく、組織がより広範なサ

ステナビリティの目標とコミットメントを達成するうえでも役立ちます。

実際、AIワークロードがより多くの電力と冷却を必要とするにつれ、

資産の寿命を延ばし、電気電子機器廃棄物を削減する能力を持つこと

は、責任あるIT計画にとって重要になります。

「現在の政治情勢下でも、お客様との会話のほとんどで、循環経済と

電気電子機器廃棄物の削減について話題になります」と、Shapiroは述

べています。「ほとんどの企業は、サステナビリティが長期的な必須事

項であることを認識しています。そして、サステナブルなソリューションと

コスト削減につながるソリューションやアプローチを組み合わせれば、

それが自社の将来にとって大きなメリットとなることを把握しています」

循環 経済とは、物質が廃棄 物にならず、自然が 再生されるシステム

です2。世界経済フォーラム、Bain & Co、およびケンブリッジ大学

による最近のグローバルな調査によると、現在、企業の75%が循環

性を重要または極めて重要と考えており、約95%が今後3年間もそ

うであると予想しています3。

長期間のサポート

もちろん、すべてのIT部門に、既存の機器から最大限の価値を引き出す

ための人材や財源があるわけではありません。そのため、HPEFSでは、

取得から保持までのライフサイクル全体にわたってIT資産を管理し、最

適な使用と価値の抽出を実現するために必要な専門知識を提供してい

ます。また、HPEFSは、そのTech Renewal Centersを通じて機器の改

修と再利用を促進することによって、ITサステナビリティをサポートし、

循環経済と廃棄物の削減に貢献しています。

HPEのファイナンスおよび資産管理の専門家は、お客様が既存のテクノ

ロジーを最大限に活用できるよう引き続き支援します。IT資産管理を再

考することで、組織はHPE Private Cloud AIなどのテクノロジーに投資

し、よりサステナブルで革新的な未来への道を切り開くことができます。
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